
8 昭 和 S6年 異常気象下 におけ る楢作の実態調査 に

ついて (農試 ・技術部 ・環境部 ・県南分場 ・県北分場 )

農林水産省発表の岩手県における昭和 56年 作況は 76と な り,

55年 作況 60に 次 く
・
大減収 となったが,56年 稲作は,世 穂の

遅れと台風 15号 による著 しい減収 ・品質低下が特徴的である。

(1)背 景 とね らい

56年 の稲作は,初 期か らの低温少照による大幅な生育の遅れと,台 風による障害さらに登熱期

間の低温
・
断続的な降雨によって刈取作業が遅れ,著 しい滅収 ・品質低下をもたらしている。 この

ような異常気象下の稲作について調査を行い,そ の実態を明らかにした。

{2)調 査結果の要約

1)生 育経過 :移植期か らの低温 ぐ少照により,出 葉 。分げつが大幅 に遅れ乾物重 も少ない (図1)。

7月 上 。中旬天候が一時快復 し,生 育もやや もち直 したが,7月 下旬以降再び低温 。少照 となっ

たため,出 穂期が著 しく遅れ,さ らにその後の異常低温と台風で登熟は極めて不良となっている

( 図2 )

2)作 柄に関与 した要因 :早生種さらに葉教増加首ほど植傷み も少なく,ま た,健 苗 n深水かんが

いをした水田1/dど好結果を得 ている。一方,稲 作のチ クノ素濃度は乾物生産が抑制 されて高 く推

移 し,幼 形期にないては栄養診断の期待値 より高い数値を示 し(図 3),逆 にチ ッ素吸収量は少

なく,土 壊中のアンモニア残存量が多い (図 4)。 1日 当 リチ ッ素吸収速度の ビークは平年に比

し約 10日 の遅れがみ られ,ま た ,基肥チ ッ素の利用は低い (図 5)。

施肥法との関係では,出 穂がお くれ安全出穂期を越えた場合は,分 げつ期と幼形期の多追肥に

より減収 したが,安 全出穂期の範囲内であれば収量は高い。また波分期の追肥は登熱歩合を低 下

させる。土壊肥沃度が高い場合あるいは堆厩肥の連用効果は明らかであるが,稲 わら施用田は生

育停補が著 しく,登 熟 も低下し減収 している(表 lυ 2,図 6)。

収量 ‐品質については,登 熟が緩慢で晩生種には成熟期に達 しない ものが多く,ま た,青 未熟

粒 ,着 色米等が多発 し,品 質は極めて不良である(表 3)。

3)台 風 15号 の影響 :台風1/Cより葉ずれ t視ずれが発生 し,発 育停止親 ・褐変籾 ・着色米などが

多発 している。また,着 色米からはEpicOccum.A lternaria,Fusarium 各 属菌が検出された。

また,水 囲は冠水 しているが冠水時間の長いほ ど滅収 している(図 7)。
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(3)調 査結果の概要
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2.農 試本場は 50年 から,北 上,前 沢は 52年 か らの連用試験

表 1 有 機物 と土改資材の施用効果

|十!壊型

錫功
区 名

出穂期

月 ヽ日

存 長

卸

だ当り

穂 数

総 籾  数 熟

合
％

登
歩 千粒重

タ

玄米重
k/a

線比あら一
 穂 材x103

雛
環
監
物

無 窒  素 8.10 66.6 312 56 17.5 78 23.0 34.3 1,o7

化 学 肥 料 10 76.5 336 76 25。5 85 23.2 48,8 0.98

堆 厩  肥 10 76.7 335 76 25。4 80 23.0 52.1 1.08

総 合 改 善 80.9 389 81 31.5 66 21.8 51.6 1.02

褐黒
色ボ

多ク

湿」:

磯畳

無 窒 素 8.22 65.1 222 69 15。3 72 20。9 25.6 0。87

化 学 肥 料 .20 74,8 398 72 28,7 67 19.7 40。2 0,73

堆 厩  肥 ,22 75.7 384 74 28.4 67 19,9 40.2 0。65

結 合 改 善 .21 80,9 428 83 35,5 63 20.] 48.8 0.88

細 低

榛
地

色土

電齢

無 窒  素 8.22 75,4 375 70 26.3 72 20。2 40.6 1,08

化 学肥 料 Ａも 75.5 401 69 27.7 74 19.3 43,3 1.18

堆 厩  肥 1 9 80.6 410 70 28.7 70 20,7 46.5 1.85

結 合 改 善 .20 83.0 418 72 30。1 69 20.5 47.2 0.73
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表 2 稲 わら施用による生育,収 量への影響
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表 3 品 質調査 (食糧事務所検査結果,作 況 )

(整粒不足 )

′
・

場  所 育苗法 品 種  名
検 査 等 級

回召汗口544革 昭和 55年 回宮オ回56年

本  ・場

畑  苗 ⌒ ヤ ニ シ キ 1等 の中 3等 の下 3等 の上

中 苗

ハ ヤ ニ ツキ

ササ ヾノ リ

1 等の中

等の下

規格外 (色)

2等 の中

3等 の上

3等 の下

Tt 苗

ハヤ ニ ンキ

フ ジ ヾノ リ

ササ ヾノ リ

等の中

等の 下

等の F

3等 の下

規格外 (色)

2等 の上

3等 の上

規格外

3等 の下

県南分場 稚  苗

フ ジ ヾノ リ

キ ヨニ ン キ

トヨニ シ キ

サ サ ニ シ キ

等の 下

等の上

等の、L

等の上

2等 の中

2等 の上

1等 の中

1等 の下

2等 の中

2等 の下

1等 の下

2等 の中
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褐変なし
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